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イ ギ リ ス 英 語 方 言 概 観
武 本 昌 三
は じ め に
ア メ リカ英 語の方言 の研究者が持ち続けて きた大 きな関心事の一 つは,ア
メ リカ英語 の方言が,そ の母胎 であるイギ リス英語 の方 言 と,ど の よ うに関
連 してい るかを,言 語地図等に よって明 らか に してい くこ とであ った。 しか
(1)
し,長 年 にわた って これを阻んで きた のは,Atwoodも言 っているよ うに,
イギ リス英語 の方 言の 分布状況に関す る 客観的デ ータの 不足 と,ア メ リカ
英語 の方言成 立に特 に関係 の深 い,イ ギ リスにおけ る初期近 代英語の方 言に
つ いての知識 の制約 である。現在に至 って もなお,英 米の研究者達 の間 で さ
え,こ の分野の研究成果は極めて乏 しく,殆 ん ど未開拓 のままで残 され てい
るのが実情であ る。時折,部 分 的な地域 に限 っての比較研究の結果 な どが発
表 されて きたが,英 米方 言の関連性につ いてのoverallな研究は,ま だ これ
か らの課 題であ るとい って よい。
この よ うな 状況 の中で,近 年,OrtonとDiethのLinguisticAtlasof
Englandのための 調査 資料 が 利用 され 得 るよ うになって きたのは,大 きな
光 明であ り刺激 である。 ご く一部の ア メ リカの研究者は,す でに この資料 を
(1)``Ourknowledgeofthepresent-daydistributionofdialectfeatures
inEnglandlsfarfromcomplete,alldourknowledgeofEarlyModern
Englishdialectsisextremelylimited.Toarguefrompresent-daydis-
tributionthatacertainformmusthavebeenbroughttoanAmerican
colonyfromacertainareaofEnglandisriskyandneglectsthepos-
sibilitythatmanyformsmayhavebecomeobsoleteincertainareas
inthecourseoftwoorthreehundredyears.Suchastudysbouldbe
underねkenonlyaftermanycautionsandmuchhistoricalresearch,
andpreferablyonlyafteracompletesurveyofEnglandonLinguistic
Atlaslines!'E.BagbyAtwood,∠4SurveyげVerbFormsintheEastern
UnitedStates(UniversitygfMichiganPress,1953),p.42,n.18.
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もとに して,英 米方言の比較研究を試みているが,資 料の公刊が進むにつれ
(3)
て,両 方言相互の関連性を解明 しようとする気運は益 々盛上ってい くに違い
ない。 その よ うな展望の下に,こ の際,資 料が少 ないため もあ って,今 まで
あまり関心を寄せ られることがなか ったイギ リス英語の方言そのものの歴史
的変遷に も,あ らためて 目を 向けてお くことは,あ なが ち無意味で はない と
思われ る。 この よ うな ことか ら,英米方言比較 研究のための一 つのstepping
stoneとして,先 づ イギ リス英語 ゐ 方 言を 古期英語時代 に まで さか のぼ っ
て,そ の大略 をま とめて おきたい とい うのが本稿 の趣 旨であ る。 以下,叙 述
は次 の順序に したが う。
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II.
III.
IV,
古期英語の方言
中期英語の方言
近代英語の方言
現代英語方言の調査
む す び
1,古期英語の方言
。・ 方言の成立
英語 は,言 うまで もな く,5世 紀 中頃以来,Jutland半島の南端 よ り ドイ
ツの ライン川 の河 口に 至 る 地域一帯 か らBritain島に 侵攻 して きたAngle
(4)
族,Saxon族,Jute族 な ど に よ っ て もた ら さ れ た 言 語 で あ る。
(2)例 え ば,W.NelsonFrancis,"SomeDialectalVerbFormsinEngland,"
AVariousLangua8e(Holt,RinehartandWinston,Inc.,1971),pp.108-
120.はそ のpioneer的研 究 の 一 つ で あ る.
(3)HaroldOrton&NathaliaWright,A肋 γ4Geography(ゾEnglαnd
(SeminarPress,1974)は最 近 の もの で,1950年 か ら1961年まで の 調 査 資 料 に
基 づ い て い る.
(4)これ らの諸 民 族 が 侵 攻 して くる前 のBritain島に は,長 ら く ロー マ の 支 配 下 に
あ った ケ ル ト系 の ブ リ トン人(Bri七〇ns)がい た.彼 等 は ブ リ トン語(Brittonic)
を 話 し,公 用 語 と して は ラテ ン語 を 用 い て い た が6世 紀 の終 り頃 まで に これ ら諸
民族 に よ って 滅 ぼ され て しま っ た.そ して9世 紀 まで の 間 に作 り上 げ られ た の が
Northumbria,Mercia,EastAnglia,Kent,Essex,Sussex,Wessexの七王
国で あ る.9世 紀 に はWessexが 全 イギ リス の 支 配 勢 力 に の し上 が り,Alfred
王 の 治 下(871-899)にWessexの 文 化 は 大 い に 栄 え た.Englishは,こ れ ら
渡 来 ゲ ル マ ン人 が 自か らの 国 語 をEngliSC[6ηgli∫]と呼 ん だ こ とに 由来 す る.
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これ らの種族の中で,真 先にや って きたのはJute族 であ った。彼等は,
Jutland半島か ら直接北海を渡 ってきたのではな くて,ド イ ツ北西部に下降
して住んでいたJute族 の子孫 であ った といわれ る。 イギ リスでは彼等は,
主 と して現在 のKent州 に 住みつ いたが,一 ・部 は更 に西 に向か ってWight
島やその対岸 のHampshire海岸地帯 に まで ひろが って い った。Saxon族
は,も と も と現 在 の 西 ドイ ツのHolstein地方 に 住 ん で い た の で あ る が,イ
ギ リス で は,Essex,Sussex,Middlesexのほ か,Thames川 の 北 部 に も定
着 し,そ の 中 の 一 部 は,Sou七hWarwickshireにま で 達 して い る。 彼 等 は や
が て,す で にwight島 やHamPshireに ま で ひ ろ が っ て 定 住 して い たJute
族 の 勢 力 を 凌 ぐ よ うに な って い っ た 。 一 方,Angle族 の 方 は,同 じ く西 ドイ
ツのSchleswig北部地方 か ら渡来 したが,イ ギ リスでは中部 諸州 を中心 に,
東 部 と北 部 に ひ ろ が り,そ の 最 北 端 はLowlandScotlandのTheFirthof
(5)
Forthにまで達 した。 これ らに先住 民族 のCelt族の分布を も加 え ると,そ
(6)
の頃の イギ リスは,お よそ 図一1のよ うな分割状態であ った と考え られ る。
これ らの分割状態や出身地の相違が,当 然イギ リスにおけ る方言成立の原
因 と な り,且 つ 方 言 発 達 の 温 床 と な り 得 た で あ ろ う こ と は 想 像 に 難 く な い 。
(5)こ れ らの 部 族 の 大 陸 に お け る居 住 地 に つ い て は 異 説 も あ っ て つ ま び らか で は な
い.例 え ばBaughはJute族 が 半 島 の 北 半 分 に,そ し てAngle族 は 南 半 分 と そ
の 底 部 に 居 住 して い た,と 次 の よ うに 述 べ て い る,"Thetraditionalaccount
oftheTeutonicinvasionsgoesbacktoBedeandtheAnglo-Saxon
Chronicle.BedeinhisEcclesiasticalHistory(lftheEn81ishPeOPIe,com-
pletedin731,tellsusthattheTeutonictribeswhichconqueredEngland
weretheJutes,saxons,andAngles.Fromwhathesaysandfrom
otherindicationsi七seemsaltogethermostlikelythattheJutesand
theAngleshadtheirhomeintheDanishpeninsula,theIu七esinthe
northernhalf(hencethenameJutland)andtheAnglesinthesouth,
inSchleswig-Holstein,alldperhapsasmallareaatthebase."Albert
C.Baugh,.4HistoryoftheEnglishLangua8e(Routledge&KeganPaul
Ltd.,1963),PP.53-54.同書 のTheHomeoftheEnglishの 図 は こ のBede
に 基 づ い て 作 られ て い るが,別 の 見 方 も あ る こ と を,次 の よ う に つ け 加 え た.
"AnalternativeopinionplacestheAnglesonthemiddleElbea
ndthe
JutesneartheFrisians."この 問 題 に 関 す る文 献 に つ い て は,OttoJespersen,
GroωthandStructure('fthe.EnglishLangua8e(Doubleday&Co.,1956),
PP.35-36参照.
(6)H.Alexander,TheStoPtyofOurLanguage,P,36か らH.Orton&N.
Wfight,ibid.p.10へ転 載 され た も の を 修 正 .
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方言は事実存在 し,そ して発達 してい
った。 しか しその実態がどのようなも
のであったかを明確に知 ることは,今
日なお,文 献資料の不足のために困難
の
が多い。乏 しい文献か ら確認されてい
ることは,た だ,古 期英語の方言は地
理的に四つに分類出来 るとい うような
こととそれぞれの方言の若干の特徴だ
くの
け であるに過 ぎない。
b・方言の地域的分類
L._一_¶
図刈 古期英 語 の 方言 は 地理 的 に 区 分 し
(7)OEの資料の中,文学的 ・民族学的価値の最も大きなのは叙事i詩Beowulfで
あ るが,今 日伝 わ って い る唯 一 の 写 本 はLateWestSaxonで 記 され,他 の 方
言,特 にAnglianの 痕 跡 を 留 め て い る.又3種 の 写 本 集 に 収 め られ て い る キ リ
ス ト教 の影 響 を 受 け た 古 代 英詩10数 篇 も,同 じ く言 語 的 に純 粋 で は な い.従 っ
て これ らはOEの 資 料 と して は 比 較 的 価 値 が 乏 しい.各 方 言 を知 る確 実 な資 料
の 中 主 な もの を 石 橋 幸 太 郎 編 「英 語 学 辞 典 」 成 美 堂,か ら拾 うと 次 の 通 りで あ
る.(a)Northumbria方言.787年 に 始 ま るDANlsHINvAsloNsで焼 失 した も
の が 多 く,断 片 的 な もの や ラテ ソ語 の 行 間 の逐 語 訳 を したGlossが あ る.そ の
他,Ceedmon'sH夕mn(9行,737年ごろ),Bede'sDeath-Song(5行,9世紀 ご
ろ,St.GallLibrary所蔵),.RuthwellCrossInsoription(16行,Runicで石
碑 に 刻 まれ て い る.680年 ごろ の もの.Ruthwell[riδol]はス コ ッ トラ ン ドの
Dumfriesshireにあ る地 名),Franh'sCasket(小箱 に50の ル ー ソ文 字 で 刻 まれ
て い る,700年 ご ろ の も の 。BritishMuseum所蔵,Frankは 前所 有 者 の 名),
LindisfarneGospelsのGlosses(700年ご ろ,Durhamで 書 か れ てい るの で
DurhamBookと もい う,BritishMuseum所蔵),RushworthGospelsの
Glosses(8世紀 ごろ,BodleianLibrary所蔵,Rushworthは 寄 贈 者),The
DurhamRituα1のGlosses(10世紀 ごろ,DurhamのCathedralLibrary
所 蔵),TheLeidenRiddle(14行,オラ ソ ダ のLeiden所 在).(b)Mercia方
言.EPinalClossary(700年ご ろ,単 語 集,フ ラ ソ ス のEpinal所 在),Erfurt
Glossary(9世紀 ごろ,ド イ ッのErfurt所 在),CoipusChristi(}lossarpt(8世
紀 ご ろ,CambridgeのC.C.College所 蔵).TheLeydenGZo3sα7ッ,7θε2α5伽
Psalter(9世紀 ご ろ,聖 歌 集,BritishMuseum所 蔵.Vespasianは 図 書 記 号),
LorieaPrayer(ラテ ソ語 の呪 文(就)の 注 解(Gloss),Calnbridge大学 図書 館
所 蔵),Rushworth(}osPelsのうちMattheω とMa「kの 部 分 の 注 解(e)Kent
方 言.資 料 が 乏 し く,7、8世 紀 の ラ テ ン語 の勅 許 状(Charter)に人 名 や 地 名 が ・
英 語 で 表 わ され て い る程 度 で あ る.9世 紀 以 後 に は,英 語 で 書 か れ た 勅 許 状 が あ
る.(d)WestSaxon方言.KingAlfred(在位871-899)の翻 訳 に よるGregory
のCuraPastoralis,Orosiusの世 界 史HistoriaaaversusPaganos,Bedeの
Historiaなど.AnglO-SaxonChronicle,Elfric'SGrammarandGlossary・*
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て,Northumbrian,Mercian,WestSaxon,Kentishに 分 け られ る 。 こ れ
らの方言を区分す るおのおのの境界線 も明確ではないが,』一般的には次の図
(9)
の よ うに,.NorthumbrianはHumber川の 北 部 地 域,MercianはHumber
川 とThames川 に は さ ま れ
た 中 部 地 域,WestSaxon
はThames川 南部 で 古代 の
Wessex王国にほぼ 匹敵す る
地 域,そ れ にKentishは
Thames川に接 して南東 に位
置 す る現 在 のKent州 よ り
やや広めの地域 とい うように
分け られているのが普通であ
る 。
この 中,Northumbrianと
Mercianは,図 一1に も 示 さ
れ てい る よ うに,両 方 と も
Angle族が定着 した地方 で,
従 って,方 言その もの も互い
〃
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*Mijric'sHlomilies,urest-SaxonGosPels.またAnglianの 要 素 が 混 入 して い る
が,LateWestSaxonで 書 か れ たBeoωulfな ど が あ る.
(8)``AstheTeutonicsettlersinBritainrepresenteddifferenttribes,their
languagerepresen七eddialectsmoreorlessdiverse.Whilethedifferent
tribescouldnodoubtunderstandeachother,七hereWasnocommoll
tongue,andnocommonwrittenlanguage.Whenthesetribesbecame
establishedinBritain,andthroughOldEnglish七imes,therewerefour
distinctspeechdivisions.tsOliverEEmerson,TheHistorptoftheEnglish
Language(MacmillanCompany,1930),PP.44-45.もっ と も,PylesはOE
方 言 間 の 差 異 は む し ろ 少 な か っ た こ とを 強 調 し て 次 の よ うに 述 べ て い る."It
shouldbestressedthatOldEnglishDialectaldifferenceswereslightas
comparedwiththosewhichwerelatertodevelopandnowadayssharply
differenciatethespeechoftheIowlandScottishshephead.fromthatof
hisSouth-of-Englandcountespait."ThomasPyles,The(}rowthandDe・
veJOpmentoftheEn8JisんLan8uage(RandomHouse,Inc,1952)p.106。
(g)AlbertC.Baugh,AHistoryoftheEnglishLanguage(Routledge&Kegan
PaulLtd・・1963)・p・61の図 を 修 正.
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に 共 通 して い る も の が 少 な くは な い 。 こ の こ とか ら,こ れ ら両 者 を 合 わ せ て
Anglianとい う名 で 呼 び,NorthumbrianとMercianはそ のsubdivision
であると考えることも出来る。 いつれにせ よ,OE方 言の地域的牙布におい
て は,Angle族 のAnglianが 最 大 で あ っ た 。 しか し,政 治 的 に はWessex
が 優 位 に 立 って い た こ とを 反 映 して,WestSaxonが 方 言 と して 最 もpres-
tigeを持 って い た と思 わ れ る 。 現 存 す るOEの 文 献 も,殆 ん どWestSaxon
で 書 か れ た も の で あ って,そ れ 以 外 の も の は 極 め て 少 な い こ と も,こ れ を 裏
/
づけていると言えるであろう。
それでは,こ れ らの方言はそれぞれどのような特徴を持 っていたのであろ
うか。文献資料が少ないだけにこれを詳細に検討 してい くことは困難である
が,今 日までに 明 らかにされてきた 若干の特徴を以下,Brookの記述を基
く　の
に して,ま とめ て い く こ とに した い 。
C・ 方 言 の 特 徴
Anglian(NorthumbrianとMercianを含 む)
Ll+子 音 の 前 にaを 用 い る が,こ れ は 西 部 ゲ ル マ ン語 のaが 残 さ れ
た 形 で あ る。`alrをall,`tohold'をhaldanとAnglianで い うが,
WestSaxonやKentishで は こ のaはeaと な り,し た が っ て 上 例 は
そ れ ぞ れ,eall,healaanとな る。 こ のAnglianのaは,そ の ま ま の 形 で
WestSaxonやKentishに も 見 られ る こ とが あ るが,逆 に,ea一 形 が
Anglianに用 い られ る こ と は 少 な い 。
2.語 頭 あ る い は 流 音 の1か γ の あ と に あ っ て,c,gま た はhの 前 に
く る 場 合,二 重 母 音ea,eo,ioは そ れ ぞ れ 蕊(後 に は しば しば6),e,i
と 単 母 音 化 す る 。 例 え ばWestSaxonで は`eye'は ∂ageで あ る が,
Anglianでは 蕊ge,δgeと な り,`work'はWestSaxonの ωeorcに対
し てAnglianは ωercで あ る 。
OOG.L.Brook,En81ishDialects(AndreDeutschLtd.,1965),PP.40づ4参
照.
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ロ
3.WestSaxonが 非 円 唇 母 音 のeと な る場 合 も,Anglianで は 前 舌
円 唇 母 音 δ…に な る傾 向 が あ る。 二 重 字ceは 通 常WestSaxonの 文 書 に
は 見 られ な い が,Anglianでは 蕊 も6も 用 い られ て い る。 例 え ば,`oil'
`home'をWestSaxonで はele
,の θZと い う が,Anglianで は ¢le,
一(EPelとな る
。
4.動 詞 の 一 人 称 単 数 現 在 の 語 尾 が 一u形(又 は 一〇 形)を と る 。West
SaxonやKentishの 場 合 は,こ の 動 詞 語 尾 ぼ 願 望 法 の'-eに と って 代 ら
れ て い る 。`Ibind,'`Ijudge'はした が っ て,AnglianでaXbindu,demu
と な り,WestSaxonで はbinde,4伽θ と な る。
Northumbrian
1.r+子 音 の 前 に 西 部 ゲ ル マ ソ語 の 名 残 り㊧aを お く。 唇 音P,b,f,
m又 は ω が 母 音 の 前 に あ る時,あ る い はrの あ とに く る時,特 に こ の 傾
向 は 強 い。 こ の 特 徴 はMercianに も若 干 見 られ るが,Northumbrian以
外 で は 通 常eaがr+子 音 の 前 に く る。 例 え ばNorthumbrianで`child'
`protector'がそ れ ぞ れbam
,ωαrdであ るの に 対 し,他 の 方 言 で はbearn,
ωearaであ る。
2.語 頭 のwが 次 に く る母 音 又 は 二 重 母 音 を 円 唇 母 音 化 す る傾 向 が あ
る。Northumbrianではwの あ とに しば しばoが くる が,他 の 方 言 で は
単 母 音 の 二 重 母 音 化 や 逆 成 に よ ってeoと な る 。 例 え ばNorthumbrian
で は`tobecome'が ωoPtδaに,`tosay'がcuo6aと な る が,West
Saxonで はooeor6an,cwe6anであ る。
3.語 尾の 一nが脱落ナ る。 強変化動詞の過去分詞は普通そ うではない
が,こ の 脱 落 は,後 期 のNorthumbrianに お い て 特 に 著 し い 。`beyond'
`tobe'はWestSaxonで は そ れ ぞ れbigeonaan
,ωesanで あ る が,
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Northumbrianでは 一vaが落 ち て,bigeonda,ωosaで あ る 。
《《ercian
、1.aeが 口 蓋 化 し てeと α に な る 。 例 え ば,`day'`father'は 他
の 方 言 で はaeeg(pl.aagas),feederであ る が,Mercianで はaeg(pl.
deegas),federとな る 。
、
2.後 舌母音 が 次 の音節 の中にあ る時,そ の影響 でaeが 逆母音変異 に
よりeaに 変 る。 ただ しこの変化は,次 に続 く子音 がcか9の 場合には
起 らない。他 の方言では,例 えば,`vessels'をfatuとい うのに対 して,
Mercianではfeatuに変 る。
Kentish
ちノ 　
1.ラ の 調 音 で は 舌 の 位 置 が 低 くな り 非 円 唇 母 音 のeと な る。 例 え ば
他 の 方 言 で は`sin'がsynnで あ る の に 対 し,Kentishで はsennと な
る。
2.母 音 変 異 に よ っ てte音 がe音 へ 変 化 す る。 例 え ば 他 の 方 言 で は
`any'`most'を歪偏8
,吻 密ε∫ と い うが,こ れ らはKentishで は ∂弼8,
mestにな る。
WestSaxon
1.西 ゲ ル マ ン 語 のdは,ゲ ル マ ン 語 の 密 か ら き て い る が,こ の 毎
がWestSaxonに 復 活 して い る 。 他 の 方 言 で は この 語 は 高 め られ てe
と な り,例 え ば,`deed'`hair'はded,hErとな った 。WestSaxonで
く　り
は これ らはそれぞれd蕊d,h歪rで ある。
⑳"ThisdialectalfeaturemaydatebacktoatimebeforetheGermanic
invasionofBritain,sincetheraisingto彦isfoundalsoinOldFrisian."
Brook,ibid.,p.49.
イギリス英語方言概観(武本) (125)
2.前 に 口ー蓋 子 音 が あ る 場 合,そ の 影 響 を 受けて 母音が 二重母音化す
る。(こ の 特徴は,地 理的 に 離れ ているに もかかわ らず,後 期 のNorth-
umbrian.にも或程度見 られ る。 ただ し,二 重母音化 には こまかい差異 が
あ って,全 く同 じであ るとい うわけではない。)例えば,`boast'はgielP
とな り,`topay'はforgieldanとな る。他 の方言では,そ れぞれ,geip;
forgeldanである。 これ らの語 を発音す る場合,g音 は`young'のッ の
よ うに[j]と 白蓋化 され る。
リ リ リ リ リ
3.母 音変異 に よってeaとioがieに 変 る。 他 の方言では 働 はeロ
と な りioは そ の ま ま で 変 化 しな い 。 した が っ て,`toh6ar'`darkness'
`tolaugh'は
,そ れ ぞ れ,h∂Ptan,Piostru,hlehhanとな る が,West
くユ　　
Saxonで は,hiemn,piestrn,hliehhanで あ る 。
4.他 の方言では多 くの語で逆母音 変異が見 られ るが,WestSaxonに
はそれが ない。例外的に逆母音変異が起 るのは,語 幹 母音 と変異を作 り出
す語尾母音 との間 の子音が流 音であ るか,又 は唇音であ る場 合だけに限 ら
れ る。 した が って,WestSaxonでは,`prayers'がgebedu,`scholar'
が ωitaであるのに対 し,他 の諸方言では,gebeoati,wiotaに変 る。
5.動 詞 の 三 人 称 単 数 直 説 法 現 在 形 に 音 節 省 略 形 を 用 い る 。 他 の 方 言 で
は 通 常 一e6の 形 を と り,例 え ば,`chooses'`holds'は6∂056δ,halde6
と な る 。 しか しWestSaxonで は こ れ ら は,ciest,hieltであ る 。
⑫ この よ うな 語 い の い くつ か の 例 を,WestSaxon-Anglian-一一ModernEnglish
の順 に並 べ て み る と次 の よ うな対 応 が 見 られ,現 在 の標 準 英 語 はAnglian,特に
Mercianに近 い こ とがわ か る.現 在 の 標 準 英 語 が.当 時 方 言 と して 最 もひ ろ く
用 い られ 隆 盛 を きわ め てい たWestSaxonか ら発 達 して き た もの で は な くて,
Mercianの流 れ を汲 む もので あ る こ とは 興 味 深 い 事 実 で あ る.Eall--all-all;
ceald-cald-cold;d5ed-d6d--deed;δage-一δge-eye;eald-ald-old;
hieran,hラran-hEran--hear;leoht--liht-一一light.これ に よ る と,WSea-
AngLa;WSee_Angl,6;WSie,ラ ーAngl.E;WSeo-Angl.iの 対 応 が
見 出 され る.ま た,ic-ih-一1;hine-him-一一him;hie--hea--her;eom--am
-am;eart--art-一一art;bryd--bird-birdとい う よ うな対 応 も見 られ る .
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、
ll.中期英 語 の方 言
。・ 方 言の区画
中期英語(1150-1500)の時代 は,英 語が言語 と して最 も大 きな変化を と
げた時代であ った。OE時 代の末期 に始 まった音声上 及び交法上 の変化 は,
1066.年のNormanConquestによって 急速に促進 され,い わゆ る語尾屈折
の水準化現象が 起 った。 それ と同時 に,こ れを 補 う分析的手段が 発達 し,
OE時 代の綜合的特質 は殆 んど失なわれて しまった といえ る。 一方,語 いの
点 では,OE固 有 の語が大 いに減 じて,そ の代 りにおびただ しい数の フラソ
ス 語 とラ テン語 の語 いが流 れ込 んで きた。OE時 代 のは じめには 「外 国語」
の よ うであった英語は この よ うに して,時 代の終 り頃には も う殆ん ど近 代英
(13)
語 に変 容 していた のであ る。
この ような変容 は,と りもなお さず,種 々の方言 自体 の変容 で もあ るわけ
であ るが,ME時 代で も う一 つ 重要 な ことは,こ のNormanConquestと
同時 に,WestSaxonがそれ まで持 ち続けて きた方 言 と しての優位性を失 っ
て しま ったた こ とであ る。方言間 の優劣が無 くな り,人 々はそれぞれ,自 分
(14)
達 自身 の方言で ものを書 きは じめた。 この よ うな ことか ら,こ の時代の各種
㈲Baugh,ibid.,p,189.
(iゆ した が っ て,地 方 毎 に 数 多 く の 方 言 的 相 違 が あ らわ れ る の がME時 代 の 特 徴
で あ る."OneofthestrikingcharacteristicsofMiddleEnglishisi七sgrea七
varietYinthedifferentpar七sofEngland.This・varietywasnotcon-
.fined,asitistoagreatex七ent七 〇day,totheformsof七hespoken
language,butappearsequallyin七hewri七tenliterature,In七heabsence
ofanYrecognizedliterarystandardbeforethecloseoftheperiod
wri七ersnaturallywrotein七hedialec七〇fthatpar七 〇fthecountryto
whichtheybelonged.And「theydidsonotthroughanylackofaware-
nessofthediversi七ytha七exis七ed.GiraldusCambrensisinthe七welfth
centuryremarkedthatthelanguageofthesouthernpartsofEngland,
and「particularlyofDevonshire,wasmorearchaicandseemedless
agreeablethanthatofotherpartswithwhichhewasfamiliar;and
ataslightlyearlierda七e(c.1125)WilliamofMalmesburyhadcom-
plainedof七heharshnessof七hespeechofYorkshire,sayingthatsouth-
6rnerscouldnotunderstandit.SuchobservatiQnscontinueinsubse-
quentcenturies.'.'Baugh,ibid.,pp,227-228.
」イギリス英語方言概観(武本)
(15)
方言の研究資料は,OE時 代に比べ るとはるかに豊富である。
しか し,文献資料が豊富で
あっても方言区画を明確に決
定することはやは り困難であ
る ことには変 りはない。方言
の区画決定 のためには,さ ま
ざまな方言のテキス トを十分
に研究する必要があるが,研
究が進めば進む程,諸 種の方
言の特徴が互いに入 りくみ混
在 して,境 界区域は複雑に錯
綜す る。 したが ってME方 言
の区画 も,種 々の方言的特徴
か ら割 り出した最大公約数的
な想定線であることをまぬが
れない。 一般的には,OEの
(127)
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⑮ 所 属 地 方 と年 代 が 判 明 し て い て 語 史 的 研 究 の 確 実 な 資 料 と な る も の は 次 の 通 り
で あ る.(1)Northern.MetriealPsalter(1300年以 前),Cursor1臨 傭(1300
年 以 前),PrickeofConscience(1349年 以 前).(2)Midland..ThePeter-
boroughChronicle(1154年頃),Ormulum(1200年),allitera七ivepoems(1360
年 頃).(3)Kentish.諸 種 のsermonsとhomilies(1200-50年),APtenbiteof
Inωit(1340年).(4)Southern・HistoryoftheH・ICvRoodTree(1170年頃),
AncrenRiwle(1225年頃) .市 河 三 喜 編 「英 語 学 辞 典 」 研 究 社.Emersonも こ
の 資 料 に 言 及 して,次 の よ うな も の が"typicalexamples"で あ る と 述 べ て い
る.``FortheSoutherndialecttherearetheLives('fSt.Katherineand
St.!uliana,theAncrenRiwleorRule(ゾヱ>tZns,andRobertofGloucester's
Chronicle.Kentishisrepresen七edbytheKentishSermonsandtheAyenbite
ofInenitor`PrickofConscience!Somerepresentativetextsofthe
Midlanddialect,whichisespeciallyimportant七〇thestudentofmodern
English,aretheOrmulum,orbookofOrm,apdrticularlyimportant
textforMiddleEnglish;theBestiary,(}enesisand.Exodus,Layamon'st
Brut(thelatertext),PiersPloωman,七heAlliterativePoemsofanun-
knownpoet,andRobertofBrunne'sChronicle.TheNortherndialect
isrepresentedbyaMetricalPsalter,,theCursorMundi,aversehistory
oftheworld,theMetricalHomilies,thePrich(ゾConseience,andthe
TowneleyMptsteries!"Emerson,ibid.,pp,52-53.
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(16)
方 言 区 画 を ほ ぼ そ の ま ま に 受 け つ ぎ,図 一3に 示 す よ うに,Northern,East
Midland,WestMidland,Southern,Kentishの五 つ に 区 分 す る の が 普 通
で あ る 。 こ の 区 分 に よ り,次 にOE方 言 と 同 様,各 地 方 毎 の 方 言 的 特 徴 を
見 て い く こ とに した い 。
b・方言の特徴
Nor曾hern
1.OEの δ は,他 の 方 言 の 場 合 の よ うに 円 唇 音 と は な らず,15世 紀
に な っ て か ら 口蓋 化 され,や や 高 の[ε:]と 発 音 さ れ る よ うに な っ た 。 も
っ と も,一 般 に はaは 綴 字 の 中 に は 残 され て い る。 例 え ば`stone'(OE
ε君伽)は,SouthernやMidlandでstoneと な った の に 対 し,Northern
くユの
で はstaneで あ っ た 。 同 様 に,`whole'(OE厩 」)は,Southe「nや
Midlandのhoolに 対 し,halBの ま ま で あ る 。
2.14世 紀 後 半 に,ai,ei,oi,uiの 二 重 母 音 は,末 尾 が 脱 落 し て,δ,
e,o,uと な っ た 。
り 　
3.OEの ラ は 非 円 唇 音 のiに 変 った 。 た だ しこ れ は,EastMidland
に も あ て は ま る。
4.2音 節 語 で しか も開 音 節 の 場 合 に は,MEのa,e,oは す べ て の 方
言 で 長 母 音 とな っ た が,特 にNor七hernで は,i,aに お い て も 長 母 音 化
し,そ れ ぞ れ 閉 母 音,E,6の よ うに 発 音 さ れ た 。
⑯Baugh,ibia・,p.230の図を修正.
㈲ 各 方言 の母音 をOEの 母音 と対 比す ると次 の よ うにな る.
OE North EMidlW・Mid S…hlK・nt
st互n st邑n st6nst6n ・t6・1・t6・
heorte herte h・…1[h・ …] [h②rto]herte
イ・ギ リス英語方 言概 観(武 本)(129)
5.鼻 子 音 の 前 で は,OE初 期 のaは,aとoの 中 間 音 で あ っ た 。 そ
の た め に 綴 りで はaと な った りoと な った り した 。Northernでは こ れ
が す べ てaと な る。Auldlangsyneのlangは そ の 一 例 で あ る。
6.14世 紀 初 期 に は,OEと 古 代 ノル ウ エ ー 語 の δ が 〔y:コと 発 音 さ
れ た 。 例 え ば`immediately'(OEsδna)はsuneとな り,`book'(OE
bδc)はbuihと な っ た 。
7.gh又 はchと 綴 られ て い た 無 声 摩 擦 音 の 前 で は,ほ と ん ど のME
方 言 に お い て,母 音a,e,oが 二 重 母 音 化 して い た が,Northernの場 合,
e,oは 変 化 せ ず,二 重 母 音 化 した の はaだ け で あ っ た 。 例 え ば,`taught'
`eight'はtaught
,aughtとな っ た が,`sought'はsoght又 はsochtの
ま ま で あ る 。
8.一 般 に 一e語尾 は綴字 の上では残 され て も,発 音 の際 にはそれ まで
あ った 弱強勢 が15世 紀頃 までに 消えて しまっていた。Northernの場合
は,特 に この 一e語尾の消失 が早 く,13世紀頃 の ことと思われ る。 しか も
綴字 の上 で もこの影 響はあ らわれ,14世 紀 の文献には 一e語尾 は無 いのが
普通 であ る。例 えば,`七〇love'(OElufian)はIWfとな って,Midland
のlove(n)のように 一e語尾 はつかない。
9.13世 紀 頃,2音 節 語 の うち 弱 強 勢 の お か れ た 語 尾 の 子 音 の 前 で は,
eはiに 変 っ た 。 例 え ば`walls'は ωallisであ り,`wonder'は ωonaiPt
で あ っ た 。
10.Northernでは 多 くの 語 の 中 に 破 裂 音g,99,kが あ った が,そ れ
らはMidlandやSouthernで は,そ れ ぞ れ,[j](綴 字y又 は5),[d5]
(綴字dg),[t∫](綴字ch)と 発 音 され て い た 。
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11・OE時 代 の 名 残 り と して 語 頭 のhw一 はNorthernで は 特 に 強 く発
(18)
音 され,綴 字 の 上 で も,qu(の,gω(h)と な った 。 例 え ば`what'のOE
hwaetがguat又はquhatと な り,Midland,Southernではwhat又 は
ω碗 とな っ て 対 照 的 な 相 違 を 見 せ て い る。
12.語 尾 に あ る 場 合 又 は 弱 強 勢 の 語 の 中 で,OEscか ら き たMEsh
は,Northernで はsと な っ た 。 した が っ て,`flesh'(OE.flaesc)はfless
と な り,tfish'(OEfisc)はfissで あ っ た 。`English'(OEEnglisc)カミ
Inglis,`shall'(OEsceal)がsalとな っ た の も 同 じ例 で あ る 。
13.動詞の語尾変化で,三 人称単数直説法現在 及び複数直説法現在が
(19)
一(のsとな り,現 在 分 詞 は 一and(e)であ った 。
EastM;dland
1.鼻 子 音 の 前 に お か れ るOEa又 はoは,通 常WestMidlandで
はoで あ る が,EastMidlandで ば 非 円 唇 音 のaと な っ てnameの よ
うに 用 い られ る 。 た だ し,nd,ng,叉 はmbの 前 で は この 変 化 は 起 らず,
長 母 音 化 して,hona,lonaのよ うに な る。
㈲Northern以 外 の 方 言 で はOEのhw一 は 先 づ 無 声 化 して ω と な り,後 に 有
声 音 の ω 幽に 変 っ た.た だ し綴 字 の 上 で はwh一 と な り,そ れ がModEに 残 さ
れ て 今 日 に 至 っ て い る.
⑲ こ れ らはME方 言 の 中 で は,最 も 識 別 し 易 い 特 徴 の 一 つ で あ る.
"Thefeaturemosteasilyrecognizedistheendingofthethirdpesson
plural,presentindicative,ofverbs.InOldEnglishthisformalways
endedin-thwi七hsomevariationoftheprecedingvowel.InMiddle
Englishthisendingwaspreservedas・ethintheSoutherndialect.In
theMidlanddistrict,however,itwasreplacedby-en,probablytaken
overfrom七hecorrespondingformsoftheimperfectand七hesubjunc-
tiveorfrompreterite-presentverbsandtheverbtobe,whileinthe
northitwasalteredtod・es,anendingthatmakesitsappearanceinOld
Englishtimes.Thuswehavelovesinthenorth,lovenintheMidlands,
andlovethinthesouth.Anotherfairlydistillctiveformis七hepresent
par七iciplebeforethespreadoftheending一伽8・.Inthenorthwehave
lovande,intheMidlandslovenae,andinthesouthlovinde.Inlater
MiddleEnglishthe一伽8appearsintheMidlandsandthesouth,thus
obscuringthedialectaldistinction."Baugh,ibid,,p.229。
イギリス英語方言概観(武本) (131)
り
2.ME初 期 に はOEeoは 一 般 に 円 唇 前 舌 母 音[■ コ に な っ て い た が
EastMidlandでは,こ れ は12世 紀 に 非 円 唇 母 音 に 変 っ て し ま っ て い る 。
例 え ば`heart'(OEheoPtte)は,WestMidlandのんθo吻 又 はhuerte
に 対 し,EastMidlandではherteであ り,`deep'(OEd60p)は,West
Midlandのaeopに 対 して,alePであ る。
　 り
3.OEラ が 非 円 唇 化 してiに な る。 た だ し,こ れ はNorthernに もあ
て は ま る特 徴 で あ る。
4.SouthernやWestMidlandと 違 っ て,h(し ば しばghと 綴 られ
る)の 前 のaがauに,oがouに 二 重 母 音 化 され る 傾 向 は あ ま り見 ら
く　
れない。
5.動 詞複数形 の 直 説 法 現 在 は 通 常,語 尾 一e(n)であ った。 これ は
WestMidlandも同様で ある。
WestMidland
1.OEラ が 円唇 前 舌 閉 母 音 と して 残 さ れ,通 常uと 綴 られ る 。 こ れ は
フ ラ ン ス 語 の 影 響 を 受 け た 結 果 で,`tohide'(OE砂4α%)はhudeと な
り,`tokiss'(OEcyssan)はhusseとな っ た 。 た だ し,SouthWestに
も 同 じ特 徴 が あ る。
2.鼻 子 音 の 前 で は,開 音 節 の 中 に お い て さ え も,`name'(OEnama)
く　
がnomeに な る よ う に,aよ りoに な る 傾 向 が 強 い 。 例 外 的 にaに な る
⑳ 例 え ばChaucer(P1340-1400)は当 時 の ロ ン ドン方 言,す な わ ち後 期MEの
SouthEastMidlandの方 言 で 著 作 した が(た だ し 韻 交 に は 南 部 方 言 及 び 西 南
方 言 の要 素 が 多 い),`brought'をbroght,`wrought'をevroghtと書 い てい る.
⑳ この,開 音 節 の 中 がoで あ る か ど うか がWestMidlandとSouth-Western
を 分 け る一 つ の き め 手 に な って い る.South-Westernでは 普 通,子 音 群 の 前 に
お か れ て 母音 が 長 母 音 に な る場 合 の ほ か はJoはaと な る,
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のは,`one'の 〃襯 や,接 続詞andの よ うな 弱強勢語 の場合だけであ
る。
3.WestMidlandの 特 に 北 部 で は,ngの 前 に く るoはuに 高 め ら
く　の
れ て 発 音 さ れ る。 例 え ば,long(OElang)はtongeと 韻 が 合 って い る。
り
4・OEgoが 変 化 してWestMidlandで 円 唇 前 舌 母 音[司 と発 音 さ れ
る傾 向 が14世 紀 に 入 っ て か ら も しば ら く続 い た 。 綴 字 で はeo,oe,u,ue
と な るが,こ の 特 徴 はSouth-Westernにも あ て は ま る 。 しか し こ の[■]
は,WestMidlandで は 円 唇 閉 母 音[y]と して 発 音 さ れ る よ うに な り,
綴 字 で はuと な った 。 こ の 傾 向 は 特 に7の 前 で 起 り易 い 。 例 え ば,`man'
(OEbeorn)はbumと な り,`peoPle'(OEZ∂04)はluae又はleude
とな っ た 。
5.流 音 又 は 鼻 音 に 続 く語 尾 のb,d,9は しば しば 無 声 化 してP,t,k
に な った 。 例 え ぽ∵young'(OEiung)は30nke,`thing'(OEping)は
Pynheとな り,OEandはantと な っ た 。 さ らに 語 尾 のaは,し ば しば
`beheaded'がhaaetにな る よ うに
,弱 強 勢 の 音 節 で 無 声 化 した 。
Kentish(South-Eastern)
り 　
1.OEラ がKentishで は 非 円 唇 母 音eと な り,例 え ば,`tokiss'
(OEcyssan)はkesseに,`hil「(OEhyll)はhelleとな った 。 こ の 変 化
はOE時 代 のKentishに す で に 見 られ た 特 徴 で あ る が,ME時 代 に は 分
布 範 囲 が よ り広 く周 辺 に ひ ろ が っ て い た と考 え られ る。
2.Kentishで9世 紀 にOEeeが,`was'(OEω εe5)がωesに な った
よ うに,eに 変 り,こ の 傾 向 は そ の ま ま続 い て,14世 紀 の 文 献 に も多 く見
⑳ これ が標 準英語 の発音among[emAn]の起 原であ る とされて い る.
イギ リス英語方言概観(武 本) (133)
られ る よ うに な っ た 。
3.OEの 二重母音発達 の 名残 りがKentishには特 に強 く見 られ る。
り
OE∂ α は 殆 ん ど のME方 言 で 〔ε]又 は[ε:コ と な っ た の に 対 し,Kentish
で は,OE4∂ げ(`deaf')がdツafと な りOE4∂ α4(`dead')がdyead
と な っ た よ う に,yaとyeaの 綴 り が 普 通 で あ っ た 。 さ ら に 又,OEheorte
(`heart')がhierteに,OEpeod(`people')がpioaeに,そ し てOE
　
カ∂qプ(`thief')がPツefセこな っ た よ う に,OEeoは しば しば,eの ほ か,
づθ,鐸,勿 と 書 き 綴 ら れ た 。 ・
4,語 頭 の 無 声 摩 擦 子 音 は しば しば 有 声 化 さ れ,OEsynn(`sin'),OE
∫屈50(`flesh')はそ れ ぞ れKentishで は,■enne,vlessheとな っ た 。 こ
の 特 徴 はSouthernに も あ て は ま る 。
5,殆 ん ど のME方 言 で1の 前 に お か れ た 語 頭 のOEhは 消 滅 して い
た が,OEhldford(`lord')がlhordとな った よ うに,KentishではOE
砿 の 変 形 と して の 防一が しば しば 見 られ る。
6.Kentishの文 献 で は,6は し慮 しばuoと 綴 られ て い る 。
Southern
　
1.WestMidlandと同 じく,OEラ は 普通uと 綴 られ,円 唇前舌 閉
母音の ままで変化 しない。
2.OE時 代 に は 二 重 母 音 彦θ はWestSaxonの 特 徴 の 一 つ で あ っ た
ちノ リ
が,こ れは そ の後単母音化 して,ラ あ るいは 時に よ りiと なっていた。
ME時 代にな ると,Kentishでは この発音 〔yコその ものは 変 らず に残 っ
たが,綴 字は フランス語 の影 響で%と な り,長 母音 の時には 幅 又は πッ
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と 綴 られ た 。 例 え ぽOEのWestSaxonhiePtde,Anglianhior4e,heorde
(`shepherd')はhur4eと な り,WestSaxonhieran,Anglian房 欄
(`tohear')の 場 合 はhuiPtenと な っ た 。 た だ しMEの 後 期 に 入 る と,
(23)
こ れ らの 秘,碗,%ッ も だ ん だ ん と θ に と っ て 代 られ る よ うに な る 。
'
3.Kentishと 同 様,OEeeはMEの 初 期 の 文 献 で はeに 変 っ て い
る 。
・4.Kentishと同 様,語 頭 のfとsは しば しば 有 声 化 して,vとzに
e24)
な っ た 。
5.一 般 に,ME方 言 の 中 で はSouthernが最 も保 守 的 で あ り,OEの
接 頭 辞ge一 はy一 の 形 でMidlandな ど よ り も長 く残 さ れ て い た 。
6.WestMidland南 部 を も含 め てSouthernでは,強 変 化 動 詞 に お い
て,複 数 過 去 形 又 は 過 去 分 詞 の 母 音 が,類 推 に よ って 単 数 過 去 形 に ま で
ひ ろ が る 傾 向 が あ っ た 。 例 え ば,OErgannsg.,-gunnonp1.(`began')
がSoutherl1ではgunと な り,OEban4sg.bundonpl.(`bound')は
boundeとな っ て い た 。
7.Kentishを含めて,三 人称単数 とすべ ての人称 の複数直説法現在 の
動詞 は 一ethで終 り,MEの 初期には現在分詞 の語尾 は 一indeとなってい
た。 しか し時が経つにつれて,複 数 語尾 の 一ethは除 々にMidlandの語尾
(25)
一θ@)に と っ て 代 ら れ
,分 詞 形 の 語 尾 一indeは 一ingに 変 っ て い っ た 。
⑬ し た が っ て 一 般 的 に は,`tohear'は(Northern)her(e),(Midlands)
here(n),(Southern)here(n)であ る .
㈲"InSouthernMiddleEnglishwefindvor,vptom,vox,vorzopeinstead
offor,from,fαx,forsope(`forsoothり.Thisdialectaldifferenceispre-
servedinModernEnglishfoxandvixen,wheretheformerrepresents
theNorthernandMidlandpronunciationandthelattertheSou七hern!'
Baugh,ibid.,p.231.
㈲ 注 ⑲ 参 照.
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Slt.近代 英 語 の 方 言
α 方言の区画
1500年頃以降,近代英語にな ってか らの英語の全般的な著 しい特徴の一つ
は,い わゆる無屈折時代に入 った ことで,こ れは,屈 折語尾の持つ意味上ゐ
限界が,思 想の発達や文化の向上に よって,除 々に破 られていった結果であ
るといえる。 このような変化に附随 して,固 有の英語が大部分単音節語にな
り,ま た性を区別する名詞 ・代名詞の語尾が水準化 したため,固 有の文法的
性が消滅 し,こ れに代 って心理的性があ らわれた。16世紀には特に,品 詞
間の限界があいまいにな り,名詞,形 容詞,動 詞などの間の転換が自由にな
った りもしている。
中期英語に比べて近代英語を区別す るもう一つの大きな特徴は,ラ テン語
や フランス語の影響を強 く受けて,英 語が甚だ しくロマンス語化 したとい う
ことである。一方,中 期英語のロン ドン方言は,近 代英語になって次第に標
準英語の地位を占めは じめ,印 刷機の発明たよる文書の流布や教育の普及,
交通通信の発達などに助け られて,イ ギ リス全土にそのprestigeをひろめ
(26>
て い っ た 。 そ れ ま で は 各 地 方 毎 の 方 言 で 書 か れ て い た 文 学 作 品 な ど も,殆 ん
ど ロ ン ドン 英 語 で 書 か れ る よ うに な っ て,少 く と も そ の よ うな 文 筆 の 分 野 に
限 っ て は,方 言 の 重 要 性 も 大 い に 減 じ て し ま っ た と 言 え な い こ と も な い 。
しか し こ の こ と は 勿 論,一 般 民 衆 の 中 に 融 け 込 ん で い る 地 方 方 言 の 衰 退 を
意 味 す る も の で は な い し,諸 方 言 間 の 相 違 が,時 代 と と も に 埋 め 合 わ さ れ
㈲"Withtheintroductionofprintingin1476anewinfluenceofgreat
importanceinthedisseminationofLondonEnglishcalneintoplay.
FromthebeginningLondonhasbeenthecenterofbookpublishing
inEngland.Cax七〇n,thefirstEnglishprinter,inhisnumeroustrans-
lationsusedthecurrentspeechofLondon,andthebooksthatissued
fromhispressandfromthepressesofhissuccessorsgaveacurrency.
toLondonEnglishthatassuredmorethananythingelseitsrapid
adoption.InthesixteenthcenturytheuseofLondonEnglishhad
becomeamatterofpreceptaswellaspractice.s'Baugh,ibid.,p.235.
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く　の
て,除 々に平均化 してい った わけ で も必 らず しもないであろ う。 あ くまで も
方 言は健在 であ り,一 般的 には方言区画 も次の 図一4のよ うに 分け られ て,
内容的にはむ しろ,よ り複雑多彩な全貌をあらわに してきたとさえ言えるの
(28)(29)
で あ る。 これ ら の五 つ の 方 言 は,そ れ ぞ れ 次 の よ うな 地 方 を 含 ん で い る。
(Northern)Northumberland,NorthDurham,SouthDurham,Cum一
berlandの 大 部 分,Westmo「eland,No「thLancashi「e'WestRidingof
(30)
Yorkshireの丘 陵 地 方,NorthandEastRidings・ofYorkshire.
勧Emersonはむしろ方言間の相違を強調 して次のように述べている.
``Englandhasnown'olessthansi xdistinctdialec七divisionswith
numeroussubdivisions.ThemaindivisionsaretheLowlandofScot・
land,theNorthern,Midland,Wes七ern,Eas七ern,andSouthern,each
withmarkedpeculiarities.Thesediffersogreatly,asspokenbythe
commonpeople,thatayeomanofonedistrictmighthavedifficulty
inmakinghimnselfunderstoodinanother."Emerson,ibid.,p.99.なお
Skeatは 方 言 の 種 類 に つ い て,Scotland,9;Ireland,3;そし てEnglandand
Wales,30;の39に 分 類 して い る.E.Par七ridge&J.w.clark,Britishand
AmericanEnglishSince1900(GreenwoodPress.1968)p.103.
鰺 こ こ で は 取 上 げ な い がScotland方 言 やIreland方 言 等 に つ い て も 附 言 し て
お く必 要 が あ る.中 期 英 語 の 北 部 方 言 は 次 第 にScotland低 地 に も ひ ろ ま り,
17世 紀 に イ ギ リ ス に 合 併 さ れ て か らは,Scotland語 も 一 つ の 方 言 とみ な さ れ る
に 至 った,し か し,元 来 独 立 国 で あ っ たScotlandの 国 民 文 学 復 興 を 意 識 し て
Scotland方言 に よ る 詩 な ど を 世 に 出 し た も の も 少 くな い 。RobertBurnsや
SirWalterSco七tな ど が 方 言 使 用 の 例 で は 有 名 で あ る.一 一方Irelandの 場 合,
本 来 の 言 葉 はCelt系 のGaelicで あ っ た が,17世 紀 に お け る 英 語 方 言 の 流 入,
19世 紀 以 後 の 教 育 の 普 及 な ど で 次 第 に 英 語 標 準 語 が 入 っ て く る よ うに な っ て き
て や が てIrish(lreland英語)の 誕 生 と な っ た.Irelandは1921年 に 自 由 国 と
し て 独 立 し て い る の で,Irishは 植 民 地 英 語 とい う こ とに な る が,英 語 と の 深 い
関 連 性 か ら 考 え て,一 応 方 言 の 一 種 と 考 え る こ と が 出 来 る.こ の ほ か,Wales
で はCelt系 のCymricが 話 さ れ る が,Englandの 方 言 の 影 響 を 受 け,北 部
(Flint,Denbigh)はMidlandに属 し,中 部England側(Radnor,Brecknock
東 部)はWesternに 属 し,南 部(PembrokeとGlamorganの 諸 地 域)は
Southern1に属 す る ,Cornwallは18世 紀 末 にCelt系 のCornishが 絶 え,今
で はSouthernが 話 さ れ て い る.
㈲ 市 河 三 喜 編,弼 鵡 に よ る.
GOこ の 区 画 は さ らに 次 の 三 つ の 方 言 地 域 に 分 け る こ とが 出 来 る.
(1)n.NorthernincludingNhb.exceptthenorthernslopesof七he
CheviotHills,asmallportionofn.Cun.,n.Dur.
(2)w.Northernincludings.Dur.w.&m.Cum.Wm.andthehilly
partsofthew.RidingofYks.,n.Lan.
・(3)e .Northernincludingthen.ande.Ridingsandasmallportion
ofthew.Ridingof』Yks.
JosephWright,TheEnglishDialectGrammar(E.D.D,vl.)によ る.以 下,
同 じ.
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Cambridge,Rutland,
(Midlalld)Li耳colnshire,
South-EastLancashire,
North-EastCheshire,North一
WestDerby,South二West
Lancashire,TheRibbleの
南 部,MidLancashire,Isle
ofMan,SouthYorkshire,
TheWharfeの 西 南 方,
Cheshireの大 部 分,North
Staffordshire,Derbyの大
部 分,Nottingham,Flint,
Denbigh,EastShropshire,
SouthStafford,Warwick一
(Eastern)
shireの大 部 分,South
(31)
Derby,Leices七ershire.
North-EastNor七hampton,Essexと
鋤 こ の 区 画 は さ ら に 次 の 十 の 方 言 地 域 に 分 け ら れ る.
(1)BorderMidlandincludingLin・
(2)sn.Midl.includingse.Lan.ne.Chs.andnw.Der.
(3)wn.MidLincludings.Lan.sou㌻hoftheRibble.
(4)nn.Mid1.includingm.Lan.LMa.
(5)en.Midl.includings.Yks・(comprisingthegreatindustrialcentres
ofHuddersfield,Halifax,Keighley,Bradford,Leeds,Dewsbury,Barn-
sley,SheffieldandRotherhamonthewestalldsouth,withthe
conntytownsofWakefield,PontefractandDoncasterontheeast).
(6)wm.Mid1.includingnearlythewholeofChs.,asmallportion
ofnw.Der.,nearlyallStf.lyingnorthofalinedrawnnearlyeast
andwes七throughStone.
(7)em.Midl.includingDer.southofthelinewhichdividestheNorth
fromtheSouthPeak,withthe .exceptionofthepeninsulabetween
Stf.andLei.
(8)e.Midl.includingNot.
(9)ws.Midl.includingFlt.Dnd.andasm、allportionofn.Shr.and
ofw.Chs.
⑩es,Midl.includingShr.eastofWemandtheSevern,S七f.south
.ofStone,aslipofn.Wor.,七hegreaterpartofWar.,thesou七hpor-
tionofDer、,Lei.
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Hertfordの 大 部 分,Huntingdon,Bedford,MidNorthampton,Norfolk
andSuffolk,Buckinghamの 大 部 分,Middlesex,South-EastBucking-
(32)
ham,SouthHertford,Sou七h-WestEssex.
(Western)WestandSouthShropshire,Hereford(東 部 を 除 く),
(33)
,Radnor,EastBrecknock.
(Sou七hern)Pembroke及 びGlamorganの 諸 部 分,Wiltshire,Dorset,
NorthandEastSomerset,Gloucesterの 大 部 分,South-WestDevon,
且amPshireの 大 部 分,IsleofWight,Berkshiseの 大 部 分,SouthSurrey,
WestSussex,NorthGloucester,EastHereford,Worcester,SouthWar-
wick,NorthOxford,South-WestNorthampton,Oxfordの 大 部 分,North
Surrey,NorthWestKent,Kentの 大 部 分,EastSussex,WestSome「set,
(34)
North-EastDevon,Devonの 大 部 分,EastCornwall,WestCornwa11・
㈱ こ の 区 画 は さ ら に 次 の .五つ の 方 言 地 域 に 分 け ら れ る.
(1)n.EasternincludingCmb.Rut.ne.Nhp.
(2)m.Easternincludingmos七〇fEss.andHrt.,Hnt.Bdf.m.Nhp.
(3)e.EasternincludingNrf.andSuf.
(4)w.EasternincludingmostofBck.andasmallportionofHr七.
(5)s.EasternincludingMid.se.Bck.s.Hr七.andsw.Ess.
鰯 こ の 区 画 は さ らに 次 の 二 つ の 方 言 地 域 に 分 け ら れ る.
(1)n.WesternincludingthegreaterpartofShr.,andasmallportion
ofMtg.、
(2)s.Westernincludinge.Mon.,nearlyallHrf.,thegreaterportion
ofRdn,,e.Brk.,andanarrowslipofs.Shr.
㈱ こ の 区 画 は さ らに 次 の 十 の 方 言 地 域 に 分 け られ る.
(1)s.&sw.Pem.andpar七sofGmg.
(2)wm.SouthernincludingWil.Dor.n.&e.Som.,mostofGlo.,
sw.Dev.,andsmallportionsofw.Brks.andw.Hmp.
(3)em.Southernincludingmos七 〇fHmp.,1.W.,alargeportionof
Brks.,s.Sur.w.Sus.andasmallportionofw.Oxf.
(4)n.borderSouthernincludingn.Glo.,mostofWor.,s.War.n.Oxf.
sw、Nhp.
(5)m.borderSouthernincludingmostofOxf.,andasmallportion
ofBrks.
(6)s.borderSouthernincludingextremese.Brks.,ne.Sur.and
nw.Ken.
(7)e.SouthernincludingnearlyallKel1.,ande.Sus,
(8)nw.Southernincludingw.Som.andasmallportionofne.Dev.
(9)sw.SouthernincludingmostofDev.,ande.Cor.
aOww.Southernincludingw.Cor.
噸
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b;方言の特徴
発音,語 い,文 法等の方言の持つさまざまな特徴は,厳 密に言えば,一 つ
一つがそれぞれに異 った分布範囲を示 しているので,これ らをひとしく,五
つの方言区画にまとめることは 必 らず しも妥当ではない。ModEの 方言で
は特にそ うであ って,こ の区分ではあ らわせない方言的特徴 も数多 く存在す
る。そのような制約を承知の上で,こ こでは敢えて方言区画を浮彫にするた
めに,OE,MEの例に したがい,分 類可能な主な特徴のみをEDDを はじめ
本稿に引用の各種の資料か ら拾い上げてまとめていくことに したい。
No「thern
1.北 部の 発音の 最 も著 しい 特徴 の 一つで あ るが,laugh,fast,path
な どの発音で,標 準英語が長母音[α:]を用い るのに対 して,短 母音[ae]
を用 いる。
2.runとpullの 母 音 の 発 音 に 区 別 が な く,一一般 にrunは[run]の
よ うに 発 音 さ れ る 傾 向 が あ る。
3.標 準 英 語 で は,find,behind等,-ndに先 行 す る 母 音 の 発 音 に 二 重
母 音 を 用 い る が,Northernで は 短 母 音 を 用 い て[-ind]と な る。 また
wh一の 発 音 は[hw]と な りsh[∫コ はsと な っ てshallがsalと な る傾
向 が 強 い 。
4。 長母音は標準英語 の よ うに容易に二重母音化す る ことがな く,例 え
ばgo,homeの 母音 も[o:]であ って[ou]と はな らない。Southernで
は[ou]で あ る。
5.OE厩 勉 の δ はModEで は[つ:コ と な っ て`home'に 変 っ た
が,こ の よ うな δ が[つ:]に な る こ とはNorthernでは 見 られ ず,語 頭 に
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[」コ に を つ け てyamと な る よ うな 傾 向 が あ る 。1例え ばOE伽(`one')
はNorthernで はyanで あ る。
6.母 音 又 はhで 始 ま る 語 で 強 調 を あ らわ す 場 合 に は,し ば しばhが
明 瞭 に 発 音 さ れ る。Northumberlandでは 例 え ば,強 調 のit(OEhit)
は 常 にhitで あ る 。
7・confuse,condemnなどの語に おいては第一音節に第二強勢をお き,
statement,industryなどの語に は,第 二音節に第二強勢をお くことが多
い。そ の結 果,こ の ような第 二強勢 のおかれた母音 の発音が標準英語 の よ
うに 〔O]とはな らず,綴 字通 りに発音 され る傾 向が ある。
8・OEの よ うに人称代名詞 の 目的格を,Sittheedown・の ように再帰
的に用 いる傾 向があ る。
9・OEの 強 変 化 動 詞 の 過 去 分 詞 は 一enで終 っ て い た が,こ の 形 は 現 在
で も,comen,cropen,sitten,shutten,gottenなど の 形 でNorthernに
残 され て い る 。
10.命 令 形 を 強 調 す る 場 合 は,語 頭 に しば しばthee又 はthooを つ
け,Theeshutup!の よ うに い う。
11.名 詞が他 の名詞を限定す る時 に属格の しる しを用 いず,例 えばits
の代 りにitを 用 いる。
12・as,atが 関 係 代 名 詞 と し て 用 い ら れ,thae,thirが 区 別 な くthese,
thoseの 代 りに 用 い ら れ る 。 ま た,yon,thonが 区 別 な くthatthoseの
ゆの
代 りに 用 い られ,Iamがlisと な る よ うな 傾 向 が あ る 。
㈹Wright,伽 鼠,P.2.
イギ リス 英 語 方 言 概 観(武 本)(141)
A《idland
1.throat,stoneのよ うな 語 の 発 音 が 一 部 で は,[erつit][stuOn]のよ
うに な され る 。
2.Midland北西 部 の 特 徴 と して,標 準 英 語 の 発 音 で は[n]と な るべ き
と こ ろ が,例 え ばtongue[t△ηg〕の よ うに[ηg]と 発 音 さ れ る。
3.ngの 前 に くるMEa及 びoは,そ れ ぞ れ[u]又 は[A]と な っ て
・-N-i一部 中 部 方 言 に 残 さ れ た 。among,mongrel,ironmongerなどは,こ の
変 化 が 標 準 英 語 に 残 され た 例 で あ る。
4.北 方 地 域 で 〔she'のOE形heoが 方 言 と してhooの 形 で 残 さ れ,
[U]又 は[U:]と 発 音 さ れ て い る。
5.MidMidlandの 北 部 で はNorthemと 同 様 に 属 格 の 語 尾 が な い 。
前 述 のsheがhooと な る ほ か,itsはitで あ る。his,he;s,yoursも
そ れ ぞ れhisn,hern,yournとな る傾 向 が あ る 。
6.直 説法現在一人祢単数の語尾 は しば しば 一en又は 一nで終 り,have
はhan,amはbin,shallはshanの よ うに な る。
7.あ る地 方 で はbeが 直 説 法 現 在 の す べ て の 人 称 に 用 い られ,ま た あ
る 地 方 で は,動 詞 の 複 数 が 一enに終 る。
8.MidMidlandの 南 部 で はhimc()代 りにenを,sheの 代 りにher
を 用 い る。 ま た 一 部 の 地 域 で はSouthernと同 様 に,this,thatの代 りに
(36)
区 別 な くthickを 用 い,thatの 代 り にthackを 用 い た り す る 。
翰 も う 少 し 地 域 的 に こ ま か く 分 類 す れ ば 次 の 通 りに な る."Innorth且amp-
shirethickisalwaysusedforthis,andthuchforthat;InDorsetthiekis
onlyusedforthepersonalclassofformedindividualobject;inwest
SomersentthichcorrespondstotheLatiniste:ofaknifeitwouldbe
said,thiehyismine,butwhenthenounhasalreadybeenmentionedor
istobementionedinthesentence,thepronounsthis,thatareused."
Wright,ibidゆ(E.D.D.VI)p.76.
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9.Midland東部 で はideaPtofitのよ うに`R'-linkingが普 通 に 行 な
わ れ て お り,Southernと同 様 直 接 法 現 在 の す べ て にbeを 用 い る傾 向 が
あ る 。
Eastern
1・Eastern南部 で,rの 前 のthはthreeを[dri]と い う よ うに ,し
ば しば[dコ と 発 音 さ れ る。ideaγofitの"R"-linkingもMidland東
部 と 同 じ よ うに あ らわ れ る。
2.語 頭 及 び 語 中 に く るvは,し ば しば[w]と 発 音 さ れ,aboutは
[θbεut]とな る 傾 向 が 強 い 。
く　
3・those(who… …)の 代 り に 七hey(that……)カS用 い ら れ る 。
4・his'はhisnと な っ て,hisnoldwomenの よ う に 言 う。
5.asが 関係代名詞 と して,ま た,beが 直説法現在形すべ てに用 い ら
れ る傾 向があ る。
Western
1.Western南部 で は,語 頭 のf及 びsは しば しば 有 声 音 化 さ れ る。
例 え ばOEfcetはvatに な り,OEfyxenはvixenと な っ た が,こ れ ら
は そ の ま ま 標 準 英 語 と して 用 い られ て い る 。
2.Western南 部 で は,語 の 中 に 子 音1-r,r-1,n-rが含 ま れ る 場 合,こ
の 中 間 にdを 入 れ て 発 音 す る 傾 向 が あ る 。 し た が っ て,`parlour'は
parlderとな り,`corner'はcarnder.と な る 。
Gの"Thoseisseldomorneverheardingenuinedialectspeech.Itsplace
issupPliedbytheyespeciallyusedastheantecedentoftherelative."
Wright,ibid.,p.76.
イギリス英語方言概観(武本) (143)
3・here,thereを強 調 す る場 合,方 言 で は 指 示 代 名 詞this,thatをつ
け て,thishere,thatthereな ど と い う が,Western南 部 で はthick
here,thackthereのよ うな 言 い 方 が あ る。 ま たSouthernと同 じ く,迂
言形 のdoが 用 い られ る。
4・aboutを[obout]又 は[obout]と 発 音 す る。 これ はNorthernで
は 〔obu:t],Midlandで は[ebaut,obait,obα:七,obout]で あ る 。
5・Southern西部 で もそ うで あ る が,herをsheの 代 用 とす る表 現 が
あ る 。 また,en[9n]がhimの 代 りに 用 い られ る。
Sou曾he「n
1・Midland南部 と 同 じ く,語 頭 の5,fが[z],[v]と 有 声 音 化 す る 。
2.
(38)
る 。
迂 言 形 のdoが 用 い られ て,Idolove(=・Ilove)のよ うに 表 現 す
3.特 にSou七hern西部 で,Midlandと 同 様goingを[gwa(:)in]又
は[gwe(:')inコと発 音 す る 傾 向 が あ る。
4・`eye'はOEで はeageで,主 格 複 数 はeaganで あ っ た が,こ の
一an語尾 は 一enとな っ て 南 部 方 言 に そ の 名 残 りを と どめ て い る。`eye'の
㈱ こ れ はMEの 名 残 りで,現 在 の ア メ リ カ英 語 の 用 法 も無 関 係 で は な い,
"AnotherimportantMiddleEnglishdevelopmentistheextendeduse
oftheauxiliaryao.1七wasoccasionallyusedinOldEnglish,asnow,
七〇avoidrepeatingaverb(`Iknowthataswellasyoudo'),andalso
astheperiphrasticaffirmative,whichsurvivespoetically(`Howdoes
七helittlebusybeeimproveeachshininghour!');butitwasduri.ngthe
MiddleEnglishperiodthati七beganregularlytoreplacethesimple
forminnegativeandinterrogativeseh七ences(`Doyousee?'`No,Idon't
see'),andasanempha七icform(`Hedidmakeafussaboutit').The
useof七hisverbhasbeenquiterecentlyextendedinAmerican,which
nowsays`Doyouhave?'and`Idon'七have',for`Haveyou～'and
`Ihaven'ゼ.ErnestWeekley,TheEnglishLanguage(AndreDeutschCo.,
Seibido版1958)PP.37-38.
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く　ラ
複数形een[i:n]はこの地方で は普通であ る。 ただ し,Midlandにもこの
傾 向は見 られ る。
5.MEで は`1'を あ らわす 語 と して[iコのほかに 強調 のichがあ っ
くるの
たが,こ の 勧 は標準英語では消滅 して南部方言に残 されている。
6・OEの 対 格hineが 南 部 方 言 に 残 っ て,himが'im,,en,ノunと な
り,人 間 を あ らわ す 場 合 の ほ か,事 物 に 対 して も用 い られ る。
7.Midlandと 同様 に,所 有 代 名 詞 の 形 をhisn,hern,ourn,yournの
よ うに,語 尾 に 一nを つ け て 用 い る傾 向 が あ る。
8.Northernと同 じ く,wasno七able,washePの よ うに 主 語 を 後 か
ら示 す 表 現 が 見 られ る 。
1V.現 代 英 語 方 言 の 調 査
a・EnglishD;alectSocietyの方 言 調 査
ドイ ツ のG60rgWenkerがDeutschenSPrachatlas作成 に と りか か った
の が1876年 で,こ れ が 近 代 的 な 言 語 地 図 調 査 の は じ ま りで あ る と さ れ て い
る。 こ の あ と で フ ラ ン ス も,1902年 か ら1910年 に か け てJulesGilli6ron
(41)
が 中 心 と な り,AtlaslinguistigueaelaFmnceを作 成 した 。 この よ うな 言
語 地 図 先 進 国 に 比 べ る と,イ ギ リス は 明 らか に こ の 分 野 で は 後 れ を と っ て い
た 。OrtonとDiethが は じめ て の 試 み と して,イ ギ リス 全 土 に わ た っ て 調
査 した 成 果 で あ るSurveyofEnglishDialectsの資 料 が 一 部 公 刊 さ れ は じめ
G9標 準英語 のchildrenはこの影 響を受けた一 例で あ る.
㈹ ただ し,す たれつつ あ る.[i]は強 調 され る と[i:]にな り,こ れ が現在 の`1'
[ai]に発 達 した.
㈲ 武 本 昌三 「ア メ リカ英語 におけ る方 言の研 究」 『室 蘭工業大学研 究報告』 第5
巻第2号 参照.
イギリス英語方言概観(武本) (145)
たのは1962年か ら63年にかけてであって,わ ずか十数年前のことであるに
くがラ
過 ぎない。
しか し,イギ リスの研究者達が特に方言に関心が薄かったわけではなかっ
た。 ヨーロッパ諸国では,自 国の方言の諸相を 早 くか ら地理的分布の上で
把握 していこうとする試みがあったのに対 し,イギ リスでは,地 方毎に方言
としての語いそのものに重点をおいた調査研究に とどまるような傾 向があっ
た。 しか もそれ らは,方 言研究機関がなかったためもあって,お おむね個人
研究の レベルを越えることがな く,海外で評価を受けるとい うことも少なか
ったのである。 このような情況の下に,AldisWrightは,先づ方言調査機
関を設置 して資料の収集をはか ることが緊急必要事であるとして,次 のよう
く　
に訴 えた。
``Inafewyearsitwillbetoolate,Railroadsandcertificated
teachersaredoingtheirwork.Leteachprovincialword,and
usageofaword,berecorded,withanexampleofitsapplication
ifnecessary,andanoteoftheplacewhereitissoused;butof
etymologiesletcollectorsbeware."(44)
当 時A.J.Ellisは大 著EarlyEnglishPronunciationの著 作 中 で あ っ た
が,彼 は こ のWrightの 呼 び か け に 応 じて,1871年 刊 行 の 同 著 書 のintro-
ductionで同 様 の 提 案 を 行 な い,彼 自身 は,1889年 刊 行 のEα 吻English
Pronunciation第5巻を,英 語 方 言 の 音 韻 論 的 研 究 に 捧 げ て い る。 これ は,
イ ギ リス 方 言 研 究 の 上 で は,最 初 の 最 も重 要 な 文 献 とな った 。 イ ギ リス で 最
初 のEnglish1)ialectSocielyがW・W.Skeatをsecretaryにして 設 立 さ
㈹ 方言調査 の資料は揃 ったが,こ れ らの旙 大 な資料 の出版 には さ らに数年 を要 し
た.当 時 の彼等 の計 画 の うち,Atlasその ものは まだ 出版 され ていない.Allen
&Underwooded.,ibid.,PP.238-239参照 .
㈲Brook,ibid.,p.155,
@こ の語源 につ いて のWrightの警告は,そ の後 発足 したDialectSocietyか
ら出 されたRulesandDirectionsforWord-CollectOPtSの中で も くり返 されてい
る.語 源探 索は,先 づ方言資料が 十分 に収集 出来 てか ら後 に考え るべ き問題で あ
り,方 言調 査 の段階 で語源を考 え る ことは,方 言 の正 しい意味を ゆがめて しま う
危険 があ る,と い う根拠 か らで あ った.Brook・ibid.,pp・155--156・
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れた のは,こ の よ うな 刺激が背景にな っていた。 それは1873年の ことであ
る。 イギ リスにおけ る 組織的 な方言研究の機運 は これで 一層盛上 り,こ の
DialectSocietyの地方版 も,そ の後 イギ リス各地 で作 られ るよ うに なった。
新設 の ・EnglishDialectSocietyは早速意欲的 に方言研究の成果 を出版 し
は じめた。その中には,最 も初期 の,方 言調査 のた めのテキス トや研究報告
も含 まれていて,今 日で もなお,貴 重 な参考資料 と して用 い られてい る。た
だ一つの欠 点 と考え られ ることは,こ れ らの 出版物 の多 くが 方 言をcounty
別に分 類 している ことであ る。 実 際には,発 音,語 い,交 法等 の どれを取
上 げてみ て も,そ れ らの 等語線は,countyの境界線 と一致す る ことは 殆 ん
どない筈 であるか ら,county別の分類では 方言 の現実 の分布状況は掴み に
くい。1898年か ら1905年にかけ て 出版 されたJosephWrightのEnglish
DialectDictionaryは,イギ リス 方 言研究史上 の1andmarkともいえ る劃
画的 な 労作 であ るが,し か し,そ の 多 くの 資料 を ほか な らぬ このDialect
Societyの出版物 に仰 いだ とい う制約があ った。彼 のcounty毎の方 言分布
の要約 も,当 然 のごとなが らあい まい さを まぬがれぬ こ とにな り,こ の よ う
くるの
な こ と が 一 部 で,同 書 の 評 価 を 低 く し て い る 一 つ の 原 因 に な っ て い る 。
EnglishDialectSocietyは 創 設 後3年 で 本 部 をManchesterへ 移 し た 。
1893年 に さ ら にOxfordへ 移 転 す る ま で,ManchesterはEnglishDialect
Societyの 最 も 長 い 活 動 の 本 拠 で あ っ た が,そ の 名 残 り は 今 日,Manchester
CentralLibraryに800冊 以 上 の 文 献 資 料 と な っ て 残 さ れ,今 な お,イ ギ リ
ス 方 言 研 究 のMeccaと な っ て い る 。 し か しEnglishDialec七Societyの 方
は,Oxfordへ 移 転 し て 間 も な く 解 散 し て し ま っ た 。 そ の た め に 生 じ た 方 言
㈹ 同 書 の 評 価 に つ い て はBrookも 次 の よ うに 述 べ て い る."Wrightrealized
thenecessityoflimitingthescopeofhisdictionaryandheaimedat
includingonlywordswhichhad1)eenknowntobeinusesince1650.
Afurtherrestriction,whichwashardertojustify,was七hatwordswould
beincludedonlyifwrittenau七horitycouldbegivenforthem.The
rulewasnotacoml)leteprotectionagainsttheinclusionofboguswQrds
anditmaywellhaveexcludedvaluablematerialnowirrevocablylost.
ThevalueofWright'swasnotfullyappreciatedbyallhiscontempo-
raries,andollegood。humouredgibewasthatOEZ)wasDonQuixote
whileEl)DwasSanchoPanza.t'Brook,ibid.,p.154.
イギ リス英語 方言概観(武 本)(147)
研 究 上 の 空 白 は 一 部,各 地 のcountydialectsocietyセこよ っ て 埋 め られ て い
く こ と に な る。 中 で も,方 言 研 究 に 熱 心 な 北 部 の い くつ か のcountysociety
の 活 動 が 目 立 ち,YorkshireDialectSocietyはそ の 代 表 格 と して,1897年
(46)
創 設 以 来 今 日に 至 る ま で,方 言 研 究 の 多 くの 実 績 を 上 げ て きた 。 こ の 他 に
も,1939年 創 設 のLakelandDialectSocietyや1951年創 設 のLancashire
(47)
DialectSocietyが毎 年,方 言 研 究 に 関 す る研 究 報 告 書 を 刊 行 して き て い る 。
こ の よ うなcountysocietyは,独 自 に 組 織 的 な 方 言 調 査 な ど も行 っ て い る
が,そ れ らは 殆 ん ど 郵 便 を 利 用 した ア ン ケ ー ト方 式 に よ る も の で あ っ た 。
そ れ らの 結 果 は,且aroldOrtonの`YorkshireTermsforEarwigand
fortheMid-MorningMeal'(TYDS,1958)やA.W.Boydの`Farming
Terms'(JLDS,1959)など に 残 さ れ て い る 。 しか しfieldworkerを使 っ
て の イ ギ リス 全 土 に わ た る 本 格 的 な 方 言 調 査 は,冒 頭 に も 述 べ た よ うに,
HaroldOrtonとEugeneDiethによ る も の が 最 初 で あ る。 これ は イ ギ リス
方 言 研 究 史 上 文 字 通 り画 期 的 な 一 大 事 業 で あ った 。
b・OrtonとDiethの 言 語 地 図 作 成
HaroldOrtonが 旧 知 の 間 柄 で あ るZurich大 学 のEugenepiethと,こ
の 大 規 模 な 言 語 地 図 作 成 の た め の 調 査 を 計 画 し は じ め た の は,第 二 次 大 戦 終
了 後 間 も な い1946年 に さ か の ぼ る 。 こ の 全 土 的 な 方 言 調 査 を 前 に し て,彼
等 が た て た 見 通 し は 次 の よ う な も の で あ っ た 。
㈹ こ のSocietyは,も と も とEDDの た め の 資 料 収 集 を 目的 に し てJoseph
Wrigh七 の 助 言 の 下 に1894年 に 設 立 さ れ たtheYorkshireCommitteeof
Workersが 発 展 して 作 り上 げ ら れ た も の で あ る .
働 そ れ ら の 業 績 の 若 干 の 例 を あ げ れ ば 次 の 通 りで あ る.(TheTmnsactionsof
theYerhshipteDialeotSoeietpt)WilliamBarnes:theDorse七poet,1917;
Essexdialect,1918;七hedialectsofNor七humberland,1930;slang,ant
andjargon,1935;Shakespeare'suseofdialect,1950.(The!oumal(ゾthe
Lahelan4DialectSociety)LakelandDialectStudy,1953;TheLinguistic
surveyofscotlandanditsActivitiesincumberland,1955。'(TheJournal
oftheLancashireDiallectSociety)theLeedssurveyofdialectalEng-
lish,1952;thes七udyofdialectinGermany,1954;thes七udyofGerman
dialectinSwitzerland,1955;1inguisticgeography,1956;Cheshireplace-
names,1956;thestudyofAmericandialects,1959,1960.
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Ourtask,asitpresenteditselftousin1946,fellintoseveral
stages.First,therewastheproductionofacomprehensiveques-
tionnaire,torevealthedistinctivelexical,phonological,morpho-
logicalandsyntacticalfeaturesofallthemainEnglishdialects;
second,theselectionofanadequatenetworkofrurallocalities
with.enoughdialect-speakinginformantsoftherightkind;third,
theselectionandtrainingofcompetentfieldworkerstousethe
Questionnaireforsecuringtheresponseswantedfrominformants;
fourth,theeditingofallthismaterialpreparatorytopublication;
fifth,thepublicationoftheresultsoftheSurveyinasuitable
form,whethermaps,orlists,orboth;sixth,theprovisionofthe
necessaryaccommodationfromwhichtocarryontheSurvey;
lastly,therequisite血oneytofinancetheprojecthadtobe
assured.(48)
彼等は まず,1947年の夏に10週 間をかけて最初 の質問事項表 を作 り上 げ
た。 これを数年 にわた って,実 際 にイギ リス各地 で試用 してみた上 で若 干の
修正 を施 し,印 刷に附 された のが1952年のAQuestionnaireforaLinguis-
ticAtlasofEnglandであ る。 質問事項は お よそ1,200あり,そ の内容は,
発音 に関す るもの365,語 の形態 に関す るもの62,文 法に関す る もの41,
(49)
語 い に 関 す る も の730と い う よ うに 分 け ら れ て い た 。
調 査 対 象 に さ れ た 地 区 は 全 土 か ら311箇 所 え らば れ た が,そ れ ら は 主 と し
て 人 口400人 か ら500人 く ら い の 地 方 の 村 落 で,村 落 相 互 の 距 離 は 通 常15
㈲HaroldOrton``AnEnglishDialectSurvey:LinguisticAtlasofEng-
land,t'Orbis,IX(1960),P.333.全文 はHaroldB.Allen&GaryN.Under-
wood編;Readin8s伽AmericanDialectology(Appleton-CenturyCrofts,
1971)PP.230-244に再 録.
㈲ これ らは 全 体 と して 九 つ の分 野 に分 け られ て い た.``Theyarearrangedin
ninenumberedBooks,orsections,entitledrespectivelyTheFarmstead;
Cultivation;Animals;Nature;TheHouseandHousekeeping;The
HumanBody;Numbers,TimeandWeather;SocialActivities;and
theninthandlast,States,ActionsandRelations.Inshort,itconcerns
thefarmerandhisdoInesticandsociallife.Whythefarmer?Because
heandhisfamilyandthefarmingcommunityingeneral,bestpreserve
regionaldialectinEnglandtoday."Allen&Underwooded.ibid,,p.233.
イギリス英語方言概観(武 本) (149)
マイルを越 えるこ とのない よ うに配慮 されてい る。一方,調 査地区 のinfor一
mantの 条 件 は,``traditionalvernacular,genuineandold"を 話 し て い
る66才以上の農業専従者 とされた。 これは,と もすると 地域的にかたより
過ぎるきらいのある鉱業や商業,漁業,織物業な どの業種の従事者に比べて,
全国的に分布 していて,し か もinformantとしての 資質 の点で最適 と判断
されたか らで ある。 調 査 そ のものは,1961年に 完 成 した。HaroldOrton
は,この調査で得 られた資料を基に作成 した言語地図の次のような下図(図一
5～ 図 一8)を,funnel,neout,scraPs(豚の 腎 臓 か ら と っ た 脂 肪 か す),snack
(50)
の四語について彼の論文に紹介 している。
む す び
現 在,LinguisticAtlasofEnglanaその も の の 出版 は 未 だ 行 な わ れ て い な
いが,OrtonとDiethによっては じめ られた 方言調査 資料 の集大成であ る
SurveyofEnglish、1)ialectsは,OrtonとHalliday及び そ の 他 の 共 同 研 究
(5且)
者 の編集の下 に,全 巻そ の出版 を完了 している。 このほか,本 文には言及す
る余裕が なか ったが三十数年前 にア メ リカのGuy.Lowmanによってな され
(52)
た,イ ギ リス方言の実地調査の結果も今では参考にすることが可能である。
ξOHarold.Orton,ibid.,Readings伽AmeriGanDialeetology,pp.239-242よ
り転 載.
㈱ 次 の よ うな 順 序 で 印 刷 刊 行 さ れ た.SurveyofEnglishDialects(A):Intro・
duction(Leeds,1962);HaroldortonandwilfridJ,Halliday(eds,),
SurvayOfEn81ishDialects(B):BasicMaterial・Vol・1:Thθ5伽2>brthern
Cou%tiesand彦heIsleofMan,PartI(Leeds,1962),PartsIIandIII
(Leeds,1963);HaroldOrtonandPhilipM.Tilling(eds.),Vo1.II;The
EastMidlandCountiesandEastAnglia.PartI(Leeds,1969),PartsII
andIII(Leeds,1970);HaroldOr七 〇nandMichaelV.Barry(eds.),
Vol.III:TheWestMidlandCounties.PartI(Leeds,1968),PartsIIand
III(Leeds,1970);HaroldOrtonandMartynF.Wakelin(eds.),Vo1.IV:
TheSouthemCounties.PartsIandII(Leeds,1967),PartIII(Leeds,
1968).LawrenceM.Davised.,Studies伽LinguistiGs(Univ.ofAlabama
Press,1972)p.203.
働Lowmanは 主 と し て イ ギ リ ス 南 部 の 方 言 調 査 を 行 な い,そ の 記 録 をHans
Kurathと 共 同 で,WorhsheetsforSouthernEngland(1937)に残 し て い る .ア
メ リ カ 方 言 と の 関 連 性 か ら こ の 資 料 を 用 い て 論 じた も の にWolfgangViereck・
``RegionalVerbFormsinSouthernEngland"StudiesinLingUistics
(Univ.ofAlabamaPress,1972).が あ る.
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したが って現在では,イ ギ リス英語 の方 言分 布の実態 に関す る知識 もかな り
増 えてきた といえ るであ ろ う。
しか し,そ れに もかかわ らず,か つてAtwoodも 訴 えていた よ うな,方
言分布状況 の変遷や,言 語史的な研 究につ いては,ア メリカ と同様,イ ギ リ
スで も,ま だ決 して充 分ではない。それに,ア メ リカ英語 の言語地 図 との関
連に おいて イギ リス英語 の言語地 図調査資料を見てい く場合,注 意 しなけれ
ば な らない ことは,こ の両者 の調査方法は決 して同 じではなか った とい うこ
とであ る。 す なわ ち,イ ギ リスの場 合,対 象 とな ったinformantは,田舎
に住 む,無 教育の60才 以上の老 人達であ って,こ れ は ア メ リカの調査 にお
け るTypeIのinformantに相 当す る。informantに対す る質問 の仕方に
く　ラ
も微妙な相違 があ った。 この ままで は当然,中 年以下の年令層や,学 校教 育
を受けたいわゆ るTypeII,TypeIIIについての方言比較は可能ではない。
この よ うに見て くると,こ れ まで述べて きた よ うな イギ リス方言 の調査研究
の結果をふ まえた上 で も,な お,ア メ リカ英語方言 との関連性追及には,種
々の困難がつ きま とうのであ る。
本稿は もとより,そ の よ うな比較研究を 目的 とす るものではなか った。 こ
こで取上 げたのは限 られた紙数 の中 での,イ ギ リス方言 の一つ の傭鰍 図で あ
るに過 ぎず,視 野 も限定 されている。 い ま,ア メ リカ英語 とイギ リス英語 の
方言研究 の,厳 しく困難 な将来 の展望を前 に して,こ の ささやか な足跡をふ
りかえ ってみ る と,紐 泥 た る思いがないわけで はない。
㈹"theAmericaninterviewerusessimplyaminimallexicalcluein
improvisinghisquestiontosuittheinformantandthesituation.The
,A
mericanr弓cordsarethusmorelikelytoincluderelevantbutunan-
ticipatedinformation,whiletheEnglishrecordsaremorelikelyto
excludeambiguousresponses.Whatonegainsinprecisionitsome-
timeslosesinfreedom;whattheothergainsinfreedomitmaylose
inprecision."Allen&Underwooded.,ibid.,p.228.
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